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‘本
稿
は
計
遨
經
濟
下
に
於
げ
石
配
給
組
織
の
蒞
干
問
題
を
取
扱
は
ん
と
す
る
の
で
あ
ゐ
が
*
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦
に
於
け
る
事
情
に 

付
て
論
述
す
る
。
，日
本
經
濟
ぢ
最
近
の
戰
時
權
制
の
®

M
に
つ
れ
て
漸
次
計
畫
經
濟
的
笆
彩
を
帶
び
，つ
-

る̂
。
.勿
論
そ
の
訐
皲
M

M 

の
指
導
理
念
，に
於
て.は
、
ソ
ヴ
ィ
H

l>.
翁
邦
の
そ
れ
と
全
く
斜
躕
的
地
位
に
，あ
'る
事
は

1K

ふ
迄
も
な
い
が
、
Bf
聲
經
濟
を
単
に
一
つ 

の
經
濟
機
鞲
と
み
た
と
き
，，
瀹
似
の
經
濟
現
象
が
其
處
に
坐
み
出
さ
れ
る
も
の
と
考
へ
る
こ
と
が
出
来
る
。
以
下
の
，論
述
に
於
て
ソ
グ 

ィ
エ
ー
ト
聯
邦
の
事
情
を
一
つ
の
指
標
と
し
て
、
訃
戴
經
濟
下
に
於
け
る
配
給
組
織
の
間
褪
を
肢
開

.也
ん
と
す
る
ネ
の
で
あ
る
。
因
亿 

哿
芻
經
濟
に
於
け
る
配
輪
組
織S
.干£

題
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へ
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儘
經
儕
に
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け
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豳
耠
組
瀚
の
砦
干
問
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八
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九
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•四) 

木
箱
に
.於

：
て
は
々
、
、
主

^
し
て
ソ
聯
針
戴
經
漱
の
場
合#
資
料
を
提
供
す
る
：に
止
め
、
そ
め
理
論
的
檢K .
は
何
れ
稿
を
改
め
セ
論
ず
る
積

、り
ノ
で
あ
る。
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ク
ヴ
ィ
A
1

ト
聯
邦
に
於y

、

は 
ー;-
ネ』

七
年
革
命
後
直
ち
に
計
畫
經
，濟
北.が
^
圖
也
ら
れ
、
計
f

は
當
然
配
給
部
面
に
も
及
ん
だo

 

從
來
の
商
業
乃
至
私
的
取
引
の

」

切
は
禁
止
せ
ら
れ.て
市
場
配
給
は
計«
配
給
に
代
位
し
、
更
に
貨
幣
の
流
、通
を
阻
止
し
て
現
物
經
濟 

へ
の
復
歸
が
試
み
ら
れ
た
の
，
あ
る
。
農

t

で
、は
農
民
か
.ら
自
家
消
費
■の
爲
め
の
最
低
必
要
量
以
上
の
：農
産
物
提
供
を
强
制
し
、
代
償 

と
し
て
攜
误
、
日
用
谛
等
を
支
給
し
允
。
都
會
に
あ
っ
1て
は
エ
場
努
働
者
は
實
物
賃
銀
特
に
食
料
品(0
'形
態
で
支
拂
ひ
を
受
け
、
班
に 

又
自
己
の
所
有
物
と
農
民
の
食
料
品
と
交
換
し
，て
坐
活
す
る
6

 

' ,

併
し
乍
ら
右
の
如
き
貨
幣
な
き
現
物
經
濟
は
、
新
經
濟
政
策
の
採
用
と
共
に
直
ち
に
放
棄
さ
れ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。
ネ
ッ
ブ
へ 

の
政
策
轉
換
の
主
た
る
事
情
は-
屢
々
論
ぜ
ら
れ
.で
る
‘如
く
農
業
生
產
の
^
^

衰
退
に
外
な
ら
，な
い
。
而
し
て.ネ
ッ
ブ
は
、
農
民
に
對 

し
て
は
一
定
額
の
實
物
税
を
課
し
，て
、
そ
，の
餘
剩
社
自
由
處
分
を
許
し
、

.他
方
勞
働
者
に
對
し
て
は®
物
貨
銀
を
廢
此
し
'
 

交
換
手 

段
と
し
て
の
貨
幣
の
间
復
、

-

私
的
商
業
の
合
法
化
を
實
現
し
た
の
で
あ
る。

•

か
く
し
て
ネ
ツ
，ブ
>
に
於
.
ズ
戰
時
共
產
主
義
時
代
の
計
肅
經
濟
ょ
り】

步
退
却
•し
て
、市
場
經
濟
を
部
分
的
に
容
细I

し
た
©

で
あ
っ
た
。 

そ
の
緒
集
配
給
部
門
に
あ
っ
て
は
、
計
皲
配
給
と
.市
場
配
給
と
：が
競
合
す
る
事
と
な
つ
た
。
其
處
で
問
題
.は

兩

者

§.相
刺
を
如
似
に
し 

て
解
決
す
る
か
と
写
，ふ
事
で
あ
る
。
勿
論
ネ
ッ
、
ブ
の
市
場
經
濟
，に
對

.す
る
許
容
的
態
度
は
決
し
て
永
久
的
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ 

れ
は
_

狀
態
の
安
淀
と
钽
產
力
の
囘
復
と
の
馮
め
に
行
は
れ
た
.I

時
的
な
も
の
'
で
あ
り
、
そ
の
間
に
あ
っ
で
も
壯
撤
經
濟
化
は
漸
次 

押
逸
め
ら
れ
た
.0
(從
っ
て
ソ
ヴ
ィH

1

ト
經
濟
.の
闾
復
と
典
に
私
的
商
業
と
自
5

市
場
に
對
ず
る
對
策
は
漸
次
抑
壓
的
と
な
っ
た
の
は

當
然
で
あ
る
。.政
府
は
總
ゅ
る
手
役
を
講
忆
て
國
營
配
給
機
關
を
し
て
私
的
商
人
に
對
抗
せ
し
め
た
。
國
營
機
關
の
璧
策
と
し
て
は 

.課
稅
0'
減
免
，
信
用
.
€特
權
導
を
與
，へ
た
。
S

D
又
私
的
商
人
.の
抑
壓
と
し
て
は
、.例
へ
ば
，國
家
は
鐵
道.運
輸
銃
制
の
卿
化
に
’ょ 

り
、
商
人
の
商
而
輸
，送
を
因
難
乃
至
不
可
能
な
ら
じ
め
、
そ
の
商
業
活
動
を
沮
喪
せ
し
め
た
。
又
國
營

H

業
で
.獨
占
的
に
坐
產
さ
れ
る 

財
貨
は
、
農
民
組
合
の
農
產
物
と
交
換
に
の
み
與
へ
，ら
れ
る
か
ら
し

.て
、；.
.農
民
~は
飄
人
‘̂;
對
し
，て
油
胸
に
高
順
に
販
寶
し
得
た
と
し
て 

.も
そ
れ
に
依
つ
て
欲
す
る1
4業
製
，品
は
，得
ら
れ
ず
，、
，比
む
を
得>
商
人
へ
の
販
寶
を
抵
杏
す
る
事
と
な
る
。
針
諶
化
が
精
密
に
な
れ
ば 

な
る
程
私
的
商
人
の
介
往
す
る
餘
地
ば
少
な
く
な
り
、
'た
.
手̂
.エ
業
的
商
品
の
取
极-に
關
し
て
，の
み
か
な
り
行
は
れ
た
の
で
れ
る
。

か
，く
て
各
種
の
壓
迪
に
依o
私
的
商
人
，は
衰
退
し
、
登
錄
商
人
數
は
ー
九
ニ
六
年
の
1
三
八
、
〇
0
〇
人
ょ
り
一
九
ニ
八
年
に
は
四 

〇
〇
、0
〇
〇
人
以
下
に
減
少
し
た
。
寶
上
髙
の
減
退
は
觅
に
：茜
し
く
ニ
，九
ー
一

.七
年
と
_
,
1
九
.

11

八
年
の
間
に一

一
三
、g

m
(D
下
落
を
荥
し 

た
0

.

8
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,

在
の
如
く
ネ
ッ
ゝ
フ
下
に
於
け
る
市
場
配
給
分
野
が
削
減
せ
し
め
ら
れ
た
と
し
て
も

•
’

そ
の
抑
腮
は
尙
ほ
*m

的
で
あ
つ
た
。
何
故
な 

れ
ば
小
規
模
エ
業
及
び
個
入
農
場
が
殘
存
す
る
限
り
、
そ
か
坐
產
物
配
給
は
商
人
に
依
ら
ざ
る
を
得
な
い
か
ら
で
あ

'る
。
：
然

み

に

各

般 

'の
事
情
は
遂
に
市
場
，經
濟
の
完
全
な
る
閉
鎖
と
計
蕺
配
給
の
売
成
と
を
要
求
す
る
に
蚕
つ
た
の
で
あ
る
。
，
一
九
三
ニ
年
五
月

1j

十
日
、 

私
的
商
人
の
開
店
を
禁
じ
る
法
律
が
發
令
さ
れ
た
。

(

訪
5
,
-

ソ
ヴ
エ
，1
ト
經
，濟
の
目
檩
の
一
つ
は
工
業
化
で
あ
り
、
そ
の
目
檩
を
達
成 

.す
る
爲
め
に
湫
、
ソ
聯
政
府
が
政
治
的
に
依#
せ
るH

業
勞
働
容
に
充
分
な
る
食
料
品
を
興
へ
、1
にH

業
製
品
の
農
尺
消
费
を
抑
制 

し
て
都
會H

業
人
口
の
消
^
を
墦
加
せ
し
め
る
必
要
が
あ
る
。
然
る
に.ネ
ッ
ブ
に
於
け
る
が
如
く
、_
針
戴
配
給
と
共
に
市
場
配
給
が
並 

存
す
る
場
合
に
は
、
價
格
統
制
に
依
ふ
配
給.0
'
.矯
芷
以
外
に
右
の
，目
的
を
達
成
す
る
手
段
は
な
い
0 

.
即
.ち
政

府

は

_

物

に

對

し

て

低 

價
栳
政
淡
を
と
.る
事
に
依
り
、
エ
：業
勞
働
苕
の
食
料
を
安
價
に
提
供
し
？
農
民
の
持
つ
工
業
製
品
購

»r
力
を
抑
制
せ
ん
と
す
る

j

布
ニ 

.

針
遨
經
濟
に
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け
るg

給
紐
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の
珩
干
問
題
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.訐
蜜
經
濟
に
於
け
ふ
配
給
級
織
め
蓉
子
勝
題 

•

 

-

,

•

-

/

*

,

,

.

七
o

 

t

九11

六)

鳥
‘の
效
果
を
狙
は
ん
.と
し
た
。
義
し
農
塵
物
顧
格
が
騰
貴
し
た
場
合
に
は
、
食
杯
品
傈
格
ひ
臌
貴
か
ら
政
府
は
賃
銀
品
上
げ
^
餘
儀
な
：
 

く
せ
ら
れ
、
更
杧
.エ
業
生
產
擴
充
の
.釙
遨
に
齟
|

|

を
來
す
恐
れ
が
あ
1
か
ら
"で
あ
る
。

•

•

.
'
,

 

.

併
し
乍
•ら
泡
の
嗍
き
農
產
物
您
價
格.政
策
は
農
業
生
產
を
減
少
せ
し
め
，、
又
同
時
に
エ
槳
化
に
伸
ふ
エ
^<

口
め
增
大
が
農
產
物
需
：
 

要
を
谓
加
せ
し
め
た
爲
め
に
へ
農
産
物
に
對
す
る
需
要
^
供
給
.の
'不
均
衡
.が
願
馨
と
な
っ
た
。'斯
か
る
需
給
關
係
の
不
均
衡
は
、
市
場 

.配
給
を
許
容
し
て
：居.る
眼
れ
、
如
何
に
價
格
統
制
を■强
化
し
た
と
し
て
も
、
物
價
騰
貴-(
0
傾
尚
か
ら
免
れ
る
事
は
不
可
能
で
あ
る6
更 

に
工
業
勞
働
者
の'增
伽
、
賃
銀
支
拂
の
增
加
は
多
額
の
貨
幣
を
激
布
す
る
事
，と
な
り
、
然
も
.重H

業
化
目
標
の
結
果
二
般
消
費
財
坐
產 

比
增
加
せ
ず
、

一.般
小
賫
物
價
の
鑤
騰
、
ィ
ン
フ
レ
ー
シ

*

ン
激
化
の
過
程
を
と
，る
に
至
っ
た

o,,‘

 

:

.
右
の
如
く
，消

費

財
坐
產

.

の
停
滞
、
市
場
へ

0

:

供
給
減
少
_に
1
枸
ら
ず
、
.市
場
配
給
を
許
容
し
.た
事
は
明
か
.に
矛
盾
で
あ
り
、
.此
處
に 

直
接
的
，な
計
畫
配
給
へ
の
轉
換
‘

の
•要
因
が
見
出
全
る
.の
で
あ
る
。

-

-

■

:

■

'

:

/

.

.

'•

か
く
し
て
一
‘九
ー
一
八
年
ソ
聯
經
濟
囘
復
に
基
く
第j

次
五
ケ
年
計
畫
と
共
に
V

.

配
給
部
面
に
於
け
る
託
畫
配
給
へ
-0
移

行

が

行

，は
れ 

る
に
至
つ
た
。.
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訐
畫
.配
給
の
手
段
と
し
て
櫟
用
さ
れ
た
'0

が
切
，符
配
給
制
度
で
あ
.
る
0

先
づ
農
產
物
に
關
し
て
行
は
れ
る
事
と
-な
り
、
一
九
二
八
‘年
十 

1

月
レ
二
ン
グ
ラ
.

1
ド
で
は
パ
ン
の
切
符
配
給
を
採
用
す
る
事
に
決
定
•
し
、
翌
年
三
月
ょ
り
.實
施
せ
ら
れ
た
。
モ
スn

ト
で
は
一
九
ニ 

.
九
年
ニ
月
十
九
日
に
‘採
用
-

そ
れ
ょ
b

全
國
的
に
^

及
し
^

Q
で

扣

，
る
，

o

商
品
別
に
付
て
も
砂
糖
を
始
め
幾
多
の
商
品
に
鱗
張
さ
ル
た
 々

例
へ
ば
モK

 

n

1

を
例
に
と
れ
.ば
、
一.
九1

1

九
年
三
月
丨
バ
ン
、
四
月
丨
砂
搪
、
.
茶
.、
碾
割
麥
、
野
菜
、
バ
タ
、
九
月
丨
»
、
十
月—

肉 

と
順
次
採
用
さ
れ
、
更
に
甘
諸
、
卵
、
マ
ヵ
ロ 

一

I、

砂
糖
潰
、
窠
子
等
に
も
適
用
さ
れ
た
o

.
又
食
料
品
以
外
に
も
織
物
、
石
齡
を
始
め 

主
要
消
費
財
の
大
部
分
に
對
し
て
開
始
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
.

0

一
 

九
三T

年
中
頃
に
は
切
符
劁
常
制
度
は
農
產
食
料
品
よ
り
工
業
製
品
に

‘ま
で
擴
張
さ
れ、
' 

1

九
三
一
年
i

革
問
に
は
工
業
製
品
の
五
〇
％
以
上
を
示
め
る
に
至
っ
た
。
f
i四)

.

右
の
如
く
漸
增
せ.る
計
蕺
配
給
は
第
一
次
五
ヶ
年
計
靈
の
終
り
に
は
’も
は
ゃ
永
久
的
の
も.の
で
扳
る
か
.の
如
く
思
は
れ
た
の
で
あ
る
。 

事
實
大
都
市
に
極
く
僅
か
な0;
0日
日
名
&
ご
1
1
0
?
が
'あ
っ
た
の
み
‘で
、
そ
れ
は
■た
で
役
人
、
技
術
官
、
行
政
官
、
高
級

俸
®
?

等
に
對 

し
て
の
み
、極
め
て
高®

な
高
級
財
貨
を
調
達
す
か
に
止
ま
り
、
そ
の
寶
上
高
名
3
3
.三
ニ
年
小
寶
總
賫
上
高
の
三̂
を
占
め
る
に
過
^
 

ず
、
寰
上
數
量
に
於
て
は
更
に
僅
少.な
も
の
で
あ
つ
た
。

(

曲
2£) 

' 

‘ 

•
, 

.斯
く
の
如
く
趣
展
せ
る
訐
蕺
配
給
も
、
第
一
一
次
五
.ヶ
年
計
戥
期
に
は
、
逆
に
後
退
せ.し
め
ら
る
ベ
含
.事
情
が
發
坐
し
た
の
で
あ
る
。 

ッ
ヴ
ィh

1
ト
Bt

靈
經
濟
の
目
檩
はH

業
化
に
あ
る
事
は
前
述
せ
る
所
で
あ
る
。
而
し
て
此
の

H

業
化
の
進
M
に
伴
っ
て
’都
會
人
口
の
： 

增
加
、
購
買
力
の
激
增
が
齎
さ
れ
名
。
；國
營

H
*

並
び
に
組
合
エ
業‘に
於
て
茭
拂
は
れ
る
賃
銀\
捧
給
は
、
.ー
九
ニ
八
华
の
八
ニ
億
ル 

1
ナ
ル
か
ら
、
二
九
ー
ー_.ー三
年
0
三
艽
0
億
ル
，1
ブ
ル
に
增
加
し
て'ゐ
る
。(

誅
六
ゾ
然
る
に
ツ
ヴ
ィ
工.
1ト
經
濟
工
業
化
は
先
づ
重.工
業
' 

部
門
に
重
點
が
置
か
れ
、1

般
消
費
財
.坐
適
の
.上
昇
は
遲
々
次
る
も
の
で
、あ
っ
た°,
か
\
る
有
效
需
要
の
激
增
と
供
給
の
停
滯
と
は"

. 

市
場
配
給
に
あ
っ
て
は
物
價
騰
貴
な
る
現
象
を
猶
じ
、て
調
盤
さ
れ
る
。
然
る
：に
計
勘
配
給
に
は
か
、

.る
調
節
機
能
は
み
ら
れ
な
い
。
然 

も
當
時
の
ソ
ヴ
ィ
二1
+
聯
邦
の
11
'

擧
配
給
の
目
的
は
、
前
邈
ぜ
る
如
.く
 H

業

勞

働

孝€>
坐
活
，向
'上
に
あ
り
、，
消
贺
財
價
格
を
低
位
に 

維
亂
せ
ん
.と
す
る
に
あ
っ
た
？
從
っ
て
.需
要
と
佻
給
の
不

 

'致
は
調
節
さ
れ
な.い
。
多
額
の
资
銀
を
得
た
-エ
業
勞
働
者
は
廉
憤
な
配
給 

商
品
を
購
入
し
.た
•後
、
大
部
分
の
所
得
ば
未
消
費
の
殘
さ

‘れ
る
。
併
し
配
給
商
品
は
坐
活
必
需
品
の
程
度
で
あ
り
‘

馨

の

消

爨
 

.
財

に

對

す

鑫

望

は

未

露

令

充

さ

れ

て

は

ゐ

な

；

S
。.

か
く
S

剩

螽

買

力

は

、
■極

く

繁

に

著

れ

た

市

噩

給

分

野

に

向

っ 

.
て
激
流
し
、
！
禁
腿
せ
ら
れ
た
私
的
齒
業
乃
至
投
機
？:
.刺
激
す
る
事
と
な
っ•た
。
消
費
財
®
產
が
僅
.か
乍
ち
增
加
し
、、
又

s

f
 

e
u
a
r

 

,fp
 
.

が
增
加
す
る
と
之
が
餘
剩
收
人'

Q

捌
ロ
と
な
る
の
で̂

る
。
勞
傲
者
ぼ
針
黏
配
給
下
の
組
 <1 

ロ
店
，
や
工
場
店
で
.
'ば

. #
ら

れ

な

い

坐

— 

* 

V

 

,

 
.

.
,

計
聳
經
濟
に
於
け
る
配
給
紐
織
，の

若

干

网

題'
 

/
 

.

 

.

七一
,

c-K-n,

七>



、
 

馨
經
濟
ね
於
げ
る
邴
耠
組
織
の
.
若中

！
：

題

'

 

, 

七
二 

ノ

活
必
需
品
以
外
の
品
を
、購
入
せ
んA
す
る
。

一
九
3
四
年
頌
.に
は
对commercial 

shop'

が
各
部
市
に
間
店
さ|1
る
や
ぅ
七
な
り
、

 ̂

費
組
合
店
も
切
-̂
配
給
商
ロ
加
と
共
に、
！

commercial g
60 d
w 

.を
寶

b

出
し
、
，

commercial 

t
l
;
ft
>
.
d
e

.

は
h

A
總
痛
の
ニ

*

fi
:》

- t

迄
墻
J I
1

1
 

し
た
。(

註
七)

，

：

：

ふ

、
る
矛
盾
し
た‘現.象
に
.茴
面
し
て
、
政
府
冬
^
麗
配
給
，を
可
及
的
早
く

«
止
せ
ん
事
を
決
意
し
、
先
づ
^

^

手
段
と
しP

、

切
^

 

配
給
商
品
の
數
量
を
減
少
.，せ
し
め
"
そ
の
懷
^
を
騰
貴
せ
し
め
た
-'
o

V-
九
三
四
牢
十
，

「

月
に
は
翌

年

一
月 
一2!

ょ
り
切
符
配
給W
度
(/
)

"

- 

駿

JL
を
.公
表
し
、
同
時
に
供
給
を
需
廢
ち
.致
せ
し
め
る
爲
め
に
市
場
配
給
原
理
に
從
つ
て
«
路
の
品
上
げ
が
行
は
れ
た
0
そ
の
爲
め 

にc
o
m
m
e
r
c
i
a
r
r
a
d
e

は
*
決
靖
加
し
、
.
.一
九
三
六
年j

月
一
日
に
は
切
符
配
給
制
度
は
完
全
に
終
減
し
た
の
で
l

o
 

s

o
 

,

勿
論
此
の
第
一
ー
次
'«
>-
年
||
*
皲
下
に
於
け
^
擺
給
現
象
も
"
市
埸
配
'^
.へ
の
、復
歸
を
意
味
し
て
る
の
で
は
な
い
。
私
的
商
人
ゥ
存
if 

は
全
ズ
後
を
斷
ち
ノ
配
給
機
關
は
®
て
國
禮
化
せ
-ら
れ
..て：ゐ
.る
。

又
交
換
手
段
，と
わ
て
貨
幣
が
流
用
せ
ら
れ
て
る
と
は
、袞
へ

，

)R
j !

M 

格

は

場

に

於

け

る

酹

給

關

保

に

依

つ

，て
決
定
せ
ら
れ
る

.飞
の
で
ぬ
なV

-

計
皲
的
に
豫
{姿
ら
れ
て
る
■の
で
ぁ
る
。

第
二
次
瓦 

ケ
年
计
戴
の
場
合
と
0
差
異
は
、
從
來
財
貨
の
配
給
に
際
し
て
ネ
の
選
擇
の
餘
地
が
何
等
消
費
者
，に
.與
へ
ら
ル
て
ゐ
な
か
つ
'
た
の
に
試 

し
て
、
金
許
幾
經
濟
に
依
つ
て
'豫
め
與
へ
ら
.れ
た
.そ
の
購
賈
カ
と
價
格
と
.の
，§
谓
内
に
於
て
財
貨
の
購
入
は
消
費
奢
の
1
出
と
な
つ
た 

點
に
ぁ
る

,0
;即
ち
•第
二
次
五
ケ
年
計
被
姆
代
に
は
、
消
费
財
坐
產
.が
.や
\
改
藉
さ
れ
、.
そ
の
配
給
は
消
馨
の
私
的
創
意
を
發
你
せ
し 

め
得
^
程
度
に
ま
で
'餘
裕
を
生
じ
，た
事
を
'意
、味
け
^
に
外
ぬ
ら
な
い
。
共
の
後
消
费
財
坐
產
の
闾
復
に
つ
れ
て
、
此
.の
嘀
向
は
益
々
獨 

著
と
な
つ
た
。

. 

/

I從
つ
て
.此
處
で
-結
論
し
.得
る
祺
は
、
nf
被
經
濟
下
，に
於
て
そ
のpi
e
.給
現
鈒
が
假
令
訏
部
：配
給
の
形
態
を
採
つ
たi
し
.て
も
、
配
合
さ 

れ
る
財
貨
數
量Q.

增
加
ず
る
に
つ
れ
て
；
消

馨

の‘
.私
的
奮
は
充
分
に
そ
の
機
能
を
發
輝
せ
し
む
ぺ
き
で
ぁ
る
と
2

辦
で
ぁ
る
0

87.7%

20%

5%- 

' 1%

(
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註
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f
f
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S
o
v
i
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H
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涔D

i
s
t
r
i
b
u
t
i
o
n
,

7J
to
2
.
甜
ほ
N

o

t
氏
の
.
說
明
に
依
れ
、ば
、
營
利
商
人
の
金
小
賣
高
中
否
め
る 

.

軸
合
は
浼
の
如
く
減
少
し
た
。
c

l

.
 

p
.
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第

二

節

，fi
*
畫
經
濟
と
：工

業

製

品

配

給

組

織' 

‘ .

•;
•

■

.

.•
」

.

,

卸
，寶
組
織

'
戰
峙
共
產
主
義
ょ
り
新
經
濟
政̂

へ
の
轉
換
は
、
坐
產
カ
囘
復
を
，目
標
と
し
た
市

—

場

經

濟
.B
至
自
由
經
濟
の
部
分
的
許
容.で
あ
.つ
た 

が

、

そ

れ

は

.主
;<
?
:し
て
農
業
生
敷
の
衰
退
を
除
く
意
味
で
農̂
物
市
場
に
付
.て
行
は
れ
龙
。
X
業
部
門
で
は
、-ネ
ッ
ブ
T

.で
合
法
化
せ 

ら
れ
た
私
的
企
業
は
衣
服
、M
物
其
の
他
木
製
品
金
屬
製
品
の

H

眩
、
.手
エ
.業
者
の
形
態
で
殘
存
し
た
杧
過
ぎ
な
い
。
革
命
後
直
ち
に 

.
國
營
化
せ
ら
れ
.た
大
規
濮
工
業
に
あ
つ
て
は
、•ネ
ッ
ブ
’下
に
於
で
寧
ろ
そ
の
銃
制
が
進
め
ら
れ
た‘の
で
あ
今
'各
て
場
は
湖
め
各
‘々
獨 

.

.

立
^
て
經
營
せ
ら
れ
て
ゐ
た
が
、
原
料
品
及
び
勞
働
荠
食
料
品
の
配
給
が
不
顏
馉
を
極

^
た
爲
め
そ
の
經
營
が
中
止
せ
ら
れ
た
も
，の
が

二
少
く
な
か
つ
た
。
そ
の
結
猓
ネ
ッ
プ
採
用
.と
共
に
，各
工
場
は
同
一
部
門
毎
に

H

M
.f
i
r +

に
集
中
化
^

ち
れ
た
。
■
各
工
場
は
そ
力
エ
埸
管

.

. 

.

.

.
 

.

パ 

-•
'

計
蛰
經
濟
に
於
け
る
配
給
紐.織
'
若
„干
問
邀 

，

,

\

七

三

(

九
ニ
九)



’

計
蜜
級
濟
.に
於
け
‘る
配
給
組
織
め
若•干
間
題
；
 

.

七
四
'
 

(

九
，

H
O
>

理
の
み
.を
遂
行
し
、̂
2
故
に
於
て
總
ゅ
る.疏
制
柄
動
が
.行
は
机
た
0
で
'あ
る
。
更
に
各
H
§
t 
■は
肢
科
品
臃
入
並
び
に
製
活
版
賣0 

爲
め
に
獨
占
機
關
と
し
て

syndicates..

を
設
定
し
.た
o.fi
九
' 

■
へ

.

.

:

ネ
ッ
ブ
下
エ
業
製
品
の
酣
給
龃
織
に
於
て
最
も
逋
奥
な
機
關
は
で
あ
る
H
o
rfe
.は
卸
寶
機
關
と
し
て
•也
域
灼
装

®
心
上
に 

各
地
に
設
定
さ
れ
、Provincial G

o
v
e
u
a
g
-
B
o
d
y

の
行
政
7
に
置
か
れ
た
。
共
の
配
給
機
能
は
、先
づ
エ
場
製
品
を
各T

i
t

の 

Syndicates
ょ
り
購
入
し
、
そ
れ
を
各
種
，小
賣
遞
關
に
配
給
す

'^Q

で
あ
る
。
即
ち
各
種
協
同
組
合(

消
費
組
合
-
農
業
組
合
、
nl
業
紐 

合〕

並
び
に
'私
的
小
賣
商
に
賣
却
す
る
。
而
し
て’T

r
u
s
t

の
配
給
歡
能
は
之
に
止
ま
ら
ず
、
各

H

場
エ
業
の
肢
料
览
集
を
も
行
ひ
、
各 

.地
農
産
物
原
料
品
を
購
入
し
て
、
之

を

H
s
s
t 

Syndicate

に
[̂

波
す
の
で
あ
各
。
更
に
又
農
產
食
料
品
及
び
小
规
模
エ
業
に
ょ
る
地 

方
的
エ
業
製
品
等
を
都
會
の

«
同
組
合
及
び
國
營
小
'賣
機
關
等
に
配
蔚
す
る
機
能
を
も
行
ふ
。(

5
 

0

〕

. 

,
 

以

上

.0
如
く
に
し
.て
、
オ
，
ブ
卞
に
於
て
は
、
卸
寶
機
關
と
し
て
の
，To

r
g
i

を
中
心
に
、
工
業
製
品
並
び
に
農

産

物

は

交

織

し

て

 

全
國
的
に
配
給
せ
ら
れ
、
そ
れ
等
は
總
て
.oo

m
m
i
s
s
a

-aat; of. Supplies (

後

に

.0
0日
1
1
在̂

はof JI:ade )

の
統
智
ド
て
置
か
れ
b 

の
で
あ
る
。

<

次
頁
圖
表
參
照

〕

.

'

 

'

:

一
九
一一.

八
年
ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦
經
濟
に
於
け
る
生
產
カ
の
.
囘
復
、
經
濟
秧
序
の
盤
備
は
か
な
り
の
程
度
に
達
成
せ
ら
吒
此
處
に 

許
畫
經
濟
原
理
に
基
く
ソ
聯
經
濟
再
編
成
、
即
ち
第一
次
五
'ヶ
苹
計
畫
が
開
始
せ
ら
れ
た
の
で
，あ
る
。.

へ：

.第
一
次
五
ヶ
¥
許
鐵
に
恶
く
計
_

濟
化
0
展
問
に
伴
っ
て
、
诩
給
組
織
の
變
革
に
關
し
て
も
幾
多
の
問
題
が
坐
じ
論

_
せ
：ら
れ
た 

の
で
あ
名
が
、
そ
の
最
も
重
要
な
問
題
は
、
卸
寶
機
關
の
排
除
に
關
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
資
本
、壬
義
墙
に
於
て
も
、
獨
占
七
の
趣 

行
に
っ
れ
て
中
問
商
人
の
排
除
倾
向"-
就
中
卸
寶
_
の
除
却
に
關
し
て
宏
々
せ•ら
れ
て
‘ゐ
る
。
ソ
聯
の
場
合
の
：如
く
國
民
經
濟
が-線
4W
 

性
の
上
に
そ
の
全
計
截
化
が
實
現
ぜ'ら
れ
た
場
合
、
坐
產
都
門
と
消
費
部|:
と
の
，中
軋
に
幾
多
の
機
關
が
介
独
す
る
事
を
避
け
-
1

卜

I
—

1
.

»

»

>

v、J

4

&

H 錢
艘
恥

------

^

衾

$

グ

-------

y

- ^^
"%<%.

i

鍵

费

於

：
け

〕

る

藝

紐

：
綠

.
馨

霞
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_Pfombazy

輕 工 業 部 鬥  

• 綿 製 品

メリヤス製品

絹 ’製 品 ， 

羊 毛 製 品  

奪 製 . 品  

. 旣 製 服  

ガ ラ ス 陶 器  

食料品工業部門 

砂 / . '糖 

鹽 ■ '  

海 產 物 '

、 砂 fil .漬 .

'M V

m  干

. 香 料 共 他

■ 

•

.
計

廑

瀨

濟

に

於

け

る

配

給

紐

谶

’の
^

守

侧

題
.

.

.

.

ン

.

' 

:

.

•

.

.上

> 

C2

三

)

 

配

給

が

考

へ

ら

れ

る

事

は

容

易

に

理

.解
し

‘得
る

所

で

，队

る

0 

8

1

C

ソ

•ヴ

ィ

エ

r
ト

聯

部

に

於

て

も

第

一

.次
五

ケ

年

針

戴

の

開

始

と
 

共

に

、

H

業

製

品

の

直

接

配

給

が

企

圖

せ

ら

队

た

。

; 

.

一
九
ニ
九
年
各
士
業
の
H
3
s
t
に
嵐
せ
るSyndicates

は

S
b
y
t
y

に
そ
の
地
位
を
！
！‘っ
た
o 
.此
のT

r
u
s
t

の
商
業
部
た
’る.sbvty 
. 

ょ
り

-#
地
消
毀
(»
合
へ
の
製
品
直
驗
が
，試
^.
ら
れ
た
の
で
あ
る
'
0併
し
乍
ら
そ
の
線
银
は
失
敗
に
終
っ
た
0
天
下
り
式
ぶ
任
命
せ
ら
れ
、 

_

た
組
合
委
員
はH
業
製
品
の
坐
產
並
び
に
配
給W

關
す
る
姊
識
を
有
せ
ず
、
又
技
術
的
‘に
も
遠
地
の
土
像
ょ
り
の
直
接
輸
送
は
羅
な 

•る
^
の
が
あ
り
、
其
の
爲
め
に
商
ロ 
1
;
の
配
給
は
遲
滞
し
、エ
塌
倉
庫
に
は
/ス
ト
ッ
ク
が
激
啟
す
る
和
様
で
あ
っ
た
。

f
i 一
 
一a
か
く
し
て
-

1

九
三
ニ
气
卸
賣
組
織
の
遗
薺
の
必
要
を
痛
感
す
る
に
至
り
、
第
广
次
五
ケ
年
許
截
下
に
於
て
、
寧
ろ
卸
賫
部

^

の

盤

«

^

か

ら

れ

.
た
'の
，で
あ
.を
◊ 

' 

，
 

ノ 

■- 

:
 

• 

• 

■ 

, 

.

.1

九
三
ニ
体
ソ
聯
政
府
は
，卸

鹫

組

織

改

#
策
と
し
て'、
；
次

の

三

植

の

機

關

を

設

龙

し

た

0(

ー)

愈
エ
業
並
办
に
食
料
空
業
の
#
殊 

卸
賣
機
關=

p
r
o
l
z
y
、
(
1
0

國
營
商
業
機
關
の
t
寶
機
關
、
§

消
費
組
合
'の
州
間
卸
靡
篇
で
あ
る
。
S 
一
 

1
5 

- 

p
l
b
a
z
y

は
，

c
u
s
l
t
s

 for. H
g
，
t a

n
d
f
o
o
d
i
l
s
t
r
i

ぶ
の
f
制
下
に
あ
力
、宏
の
如
き
.商
品
に
關
l
て
設
定
せ
ら
れ
た
。

, 

一
 

^
 

/13
4

-l
r
. 

.
9 

i

 

.

5G
67
29
.
S4
43
73
17
84
35
42
}

'

>'

■之
等
輕
工
業
並
び
に
食
料
品H

業
の
卸
寶
機
關
た
る
3
?
3
|
以
2
7に
は
ニ
つ
の
型
懺
が
あ
る
.
0 .一
 

つ
.は
そ
の
®
す
るH

業
の
製
品
の 

配
給
に
の
み
從
事
す
る
も
の
で
あ
り
、
佌
は
製
品
の
配
給
の
み
な
ら
ず
原
料
品
の
‘蒐
集
を
も
行
ふ
も
の
で
あ
る
。
前
者
は
綿
、.荦
毛H, 

業
の
如
く
原
料
獲
得
が
容
易
に
な
さ
れ
るH

業
に
み
ら
れ
、
そ
の
場
合
弛
の
特
踟
機
關
が
原
料
苋
集
機
能
を
營
む
事
に
な
つ
て
ゐ
る
。 

後
者
は
原
料
が
各
地
に
散
柱
し
、
之
を
蒐
集
す
る
に
廣
範
な
，
配
給
網
を
必
要
と
す
^

場
合
で
あ
つ
て
•
例
へ
ぱ
ガ
ラ
ス
、
陶
器
工
業
の

.

.

. 

■ 

■ 
.
.こ
.
.
.
,
.
-
.
-
; 

f 

.■.

.

.

.

 

• 

,

如
き
で
あ
る
。 

.
.

.
-

.

…

L

-

リ
-
 

,v
.

p

:Ho
m
b
a
z
y

は
全
國
的
に
工
業
製
品
を
配
給
す
る
と
は
ー
ぞ
へ
、

肘

や

小

都

會

の

消

費

組

合

及

び

國

營

小

寶

機

關

，の
，_

要
に
適
應
す
る 

事
は
困

難

、
で(

あ
る
。
そ
こ
で
之
等
消
賣
組
合
、
國
營
商
業
機
關
は
*
そ
の
卸
賣
倉
庫
を
多
數
設
け
る
事
と
な
づ
た
。
か
く
し
て
第1

次

_ 

3£
ケ
年
計
蕺
の
終
O
C一
 
九
三
.ニ
牢
末)

に
は
、S

b
y
t
y

か
ら
出
荷
さ
れ
る
製
品
は
p

i
げ
^y

觅
に
紐
合
並
び
に
國
營
の
卸
賫
機
關 

•を
通
じ
て
、.
小
賣
機
關
へ
と
配
給
さ
机
た
の
で
あ
る
。
興
の
他
大
都
市
の
跃
大
級
の
小
寶
访
へ
はS

b
y
t
y

ょ
り
直
接
に
配
輪
さ
れ
，る 

場
合
も
あ
つ
た
。 

• 

> 

メ

第一

一
次
五
ケ
年
計
戤
に
移
る
や
、
，ソ
グ
ィ
エ
丨
> '

聯
邦
エ
業
化
は
迆
展
し
、
消
費
財
银
產
に
於

_

て
も
多
少
の
餘
裕
を
殘
す
に
至
つ
た
。 

消
費
財
生
產
が
比
較
的
‘

少
量
で
あ
り
そ
の
品
種
も
制
限
さ
れ
弋
ゐ
る
場
合
：^

亂
給
組

-

紙
も
亦
單
純
说
る
も
の
で
差
突
へ
な
い
し
、
直 

接
配
給

.

の
可
能
性
も
多

>

譯
ヤ
あ

.

る
が
、
消
费
財
度
產
の
擴
充
は
配
給
組
織
を
も
複
雜
北
せ
し
め

•

る
。

-

 

-

•

 

• 

第
二
次
五
ケ
年
針
勤
下
に
於
て
は
、
，各
エ
場
に
付
隨
ず
る
卸
寶
機
關
と
し
弋
の
，倉
庫
に
於
て
先
：つ
選
肌
包
製
せ
ら
れ
て
か
ら
各
、地
に 

配
給
さ
れ
る
。
か
く
し
て
出
荷
せ
6>

-

れ
た
邀
品
ば

'
 

一
部
分
大
都
市
大
規
模
小
寶
機
關
、k

營
配
給
機
關
又
は
組
合
の
卸
寶
機
關
に
引 

渡
さ
れ
る
が
、
大

部

分

は

.f
f
i

r .
z
y

を
經
て
，之
等
機
關
に
配
給
さ
れ

>

る
の
で
あ
，る
。
又
製
品
が
簡
單
で
選
別
共
の
他
の
必
勝
の
な
い 

場
合
忆
あ
つ
て
は
、
エ
場
倉
庫
を
經
ず
し
て
直
ち
に
，

p
l

i
l

b
a

z
y

に
讯
荷
せ
ら
れ
、

p
x

p
l

a
.

z
y

,

ょ
力
大
規
模
小
寶
機
關
、
國
營
又
は 

' 

針
鹰
經
濟
ぱ
鉍
け
る
配
給
粗
織
，の
翁
干
問
題
，

■ 

:

 

\

 

:
 

‘

七
-七 

' 

(

九
n

§

■



■ I ■ - _

r—
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r
A
>o
G
£ 

T

w
o
e
s

-SH
O

PS

-

l

i

e

s

S
TA
H
fn
H
o
s

W
Ho
L

rn
S
A
L
E 

rr
l
Z
TrM
P.
P
R
^
m
s

C
O

O
P
ER

A
T
IV

E

 

R
ET

A
IL  

s
h

o
p

s

s

 

0
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»
5 !
; i
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"D

| " H -<

...■ i . ... •.

い： '
* . *

；：. ：* ■' ■: . >:•.. 
ぃ .'* "

■ ‘パ... ~'..

• ’へ: 、- 
■1 . ' - 1

...* ，......

：j,,

J?
Ho
7)
n
y>

rri/>

レへ

公： .

Z-

ゾ:ノ:..\ く...こ'....へ-

m
晝
經
濟
に
於

け

る

配

給
妞

綠

:の
若
干

間

題

k
o
u
s
T
s
A
r 

8
6

P
E
R
A
T
T
V
E

 

舻 

k
u

s
t

a
»

2
y

a
v
r
n
30
F
>
2

S
E
S

た

組
：
經
營
の
卸
賣
溯
關
へ
配
給
せ
ら
れ
る
。
か
く
て
次
部
分
の
商
品
に
關
し
，て
は
！
 一

種
以
上
の
卸
貧
機
關
を
通
過
す
る
事
に
な
る
が
、卸 

賫
機
關
と
し
>て
の
，'

H

場
倉
庫
や
：

p
s
m
b
a
z
y

は
そ
の
工
場
製
品
の
み
を
取
扱
ふ
に
對
し
、
國
營
配
給
機
關
及
び
龃
合
，の
卸
寶
機
關
は
各 

顧
腐
品
を
取
扱
，
ふ
。
6

1
HI )

織
物
の
如
く
複
.雜
な
品
質
を
持
つ
製
品
ばH.

場

倉

庫

运

，
て
選
別
せ
ら
れ
石

‘が
、
品
種
の
單
鈍
な
砂
糖
- 

.鹽
、
小
麥
淑
等
は
エ
場
、ょ
り
直
ち
に
次
の
卸
賢
機
關
に
.
給
せ
ら
れ
る
0
又
次
規
榜
エ
燊
以
外
‘の
製
品
‘は
、
そ
れ
ぐ
り
エ
業
組
合
ょ 

‘

り
工
場
倉
庫
や^

o
m
b
a
z
y
^

經
る
事
な
く
直
ち
に
.大
都
市
小
賣
機
關
、
國
營
並
び
に
組
合
經
營
の
配
’
^
關̂
へ
直
接
配
給
さ
れ
今
’ 

S

一
 
五)

以
上
‘の
配
給
組
漉
を
圖
承
す
れ
ば
前
頁
の
抓
く
で
あ
る
。

.

(

註
九
.

〕

.

L. H. Hubbardrp.15.

.

.( ：

註一.

〇)
ibid., p 

ニ
 5-1P 

,

.

(

話 
ニ) 

w
.

 Nodel, ibid., p. 34; 

■

> 

-(

5
 I

D

r
H
.

‘Hubbard,, 

i
s
,
, 

p. 42 .

パ
註
一
三)• ibid., p. 42. 

• • 

•

(

註一

四)
Y
v
v
?

莫

泛

î
p
. 

,

、
.

(

註
一
五)

L. H. Hubbard, ibid., p. .43-44. 

■ 

:

 

’

.

二
、
小
賣
組
織
、

.
' 

.

.

.

.■;
•

-

 

. 

. 

•

:

' 

.以
上
大
體
卸
賣
部
門
を
中
心
と
し
て
配
給
組
織
の
變
革
を
略
述
し
た
が
、

-次
に
小
寶
部
門
の
推
移t
關
し
て
觸
.れ
て
お
か
ね
ば
な
ら 

な
ぃ
。
 

, 

/■

な
ネ
ッ
プ
卞
に
於

.て
私
的
企
業
の
存
在
淞
認
め
ら
れ
た
場
合
、.
そ
の
大
部
分
は
商
業
部
門
特
，に
小
寶
部
n

に
向
つ
た
。

一
九
ニ
六
年
小 

.

傲
賣
上
髙
の
四
三
、八
％
は
私
的
商
人
の
手
杧
依
ダ
て
行
は
れ
、.
小
寶
商
數
は
小
賣
機
關
總
數
の
，八

三

’
六
％
を
古
め
て
ゐ
た
の
で
あ
る
0 

從
つ
て
そ
の
數
に
於
て
は
多
數
で
あ
.つ
.た
が
經
營
規
模
は
極
め
て
小
で
•あ
分
て
、そ
の
六
八
^
は
露
店
商
人
か
個
人
商
店
で
あ
四
人 

,

訃
畫
經
濟
に
於
け
る
酣
'給
組
織
<D
'若
于
問
題
、

' 

' 

く 

. 

，

，
：
’ •

七

九

(

九
量

)

.



:

計
蠻
經
濟
に
於
け
る
配
給
紐
織
の#
干
間
題.

.

.

.
 

(

• :
' 

‘

 

-

.1

 

) 

ノ 

： 

、

八
o 

(

九
三
六)

.以

上

の

馨

翁

使

用
t

店

は

繁
&

泛

蒙

ず

、• 

f

そ
S

合
で
i
震

齧

霣

I

場

衾

H

.

5
益

ニ

o
' 

‘
而

し

て

私

的

小
_

|
述

せ

、
る

如

く

斯

畫

經

、
濟

の

進

行

4
共

に

、

國

營

小
.寶
_

及

び

協

同

組

合

の

翟

”

政

府

の

私

的

商

人

作
 

-

i

l

l

 第

.I

s

s

l

f

 

共

i

倾

I

更

f

 

i

ら

れ
i

f

 

o

r

y

 

■此
の
.私
的

商

人

に

代

位

し

て

小

寶

部

門

に

*
は
れ
た
の
が
、
消
費
組
合
と
國
營
商
業
機
關
で
あ
つ
た
。

一

丸1
K

"

ヰ

ょ

り

切

符

配

為
 

被
が
各
猶
財
貨
に
適
用
さ
れ
る
に
つ
れ
て
、
私
的
商
人
は
金
く
排
除
さ
れ
る
に

■

た
の
で
あ
る
。

.
f

■ 

- 0 

'
險 

■
.

薛
n>
購
崎

0
0
0 

.
 

- 

鶴

MJ
r
i
:霞

？

-

H、v)

' 

f

。

' . 

■1

 

V

I
 

I
,

 

•

屋

•

M

i
 

M

l

 

,

l

s

o

,

1
S
I

 

1

0

 

* 

§

 
匕)

•
而
し
て
第一

次
五
ケ
年
計
靈
下
の
切
符
割
當
制
度
に
依
る
直
接
的
“計
遊
配
給
に
於
て
は
、
小
寶
I

の
機
成
は
簡
i

せ
ら
1
る
パ 

.

i

u

lれ
る
。
併
し
乍
ら
事
實
は
淺
く
I

あ
つ
て
、
寧
I

I

非
常
に
襲
化
し
た
。
第

一

妻

年

|

下
;
於

 ̂

.國
營
並
び
昼
ロ
經
營
の
づ
寶
機
_
激
は
、I .

芸

-七
〇

〇

で

あ

つ

た

も

の

が

•
そ
の
終
り
に
は
三

 
一
ニ
、
四

〇
〇.に
增
加
し
て
零

. 

y

c r
^

n

l
の
機
能
は
、
布
場
配
給
の
場
合
真
り
''
極
め
て
單
純
f

の

•即
ち
自
己
の
配
給
綱
の
消
費
者
數 

ノ
ィ
つ
て
配
給
財
貨
數
量
を
豫
め
知
り
、
決
定
せ
ら
れ
た
割
當
量
I

寶
擻
關
乃
震
產
機
關
ょ
り
得
て
之
I

給
す
る
に
過
I

い
。 

^
に
財
貨
移
動
‘の
技
^
上
の
仲
介
機
關
に
過
ぎ
ず
、
消
費
者
の
需
要
を
顧
慮
し
て
、.需
給
.の
；一
致
に
努
力
す
る
办
要
は
な
い
の
で
t

o
 

_ 

び
乍
ら
ソ
ヴ
ィ

H

i
聯
邦
經
濟
に
於
て
、
■消
馨

は

總

て

5

奮
の
と
考
へ
て
は
な
ら
な
い
。
國

家

へ

の

寄

與

如

何

て

む

上

の

乃

轰

消
^

;
し

て

鑫Q

遷

灌

成

せ

ら

れ

て

ゐ

る

。
即

ち

蒙

主

蠢_

|

浮

卷

を

は

異

"つ
た
も

の
I

へ
、
、

や

は

り

蓮

に

所

得

の

差

異

が

あ

り

、
.
そ

の

各

々

•
異

つ

た

§

i

f
配
給
す
為
め
に
は
そ
れ
ぞ
れ
異
つ
た
機
關

を
必
謂
と
す
る
。
從
，つ
て
小
賣
機
關
も
亦
均
一
‘化
せ
ら
れ
ず
し
て
複
雜
な
各
種
形
態
の
並
存
が
要
來
せ
ら
れ
る
，の
で

I
O 

.
當
時
訏
畫
配
給4-
0
小
賣
機
關
は
前
述
せ
る
如
ぐ
先
づ
知
費
組
合
と
國
營
商
業
機
關
と

.
に
分
ら
れ
る0
前
者
は
そ
の
組
貪
を
義
に

設
立
せ
：ら
れ
•た
る
t
の
で
あ
る
か
ら
し
，て
、
許
靈
給
に
は

“

適̂
當
な
念
で
必
つ
て
、
後
者
は
雜
多
の
人
々
に
販
寶
す
る
改
そ
れ

に
比
し
■て
や
、
劣
る
も
容
あ‘る
。

,

/

 

:-
. 

‘；.

ン
'
 -
 

,

,

國
營
;̂

實
機
關
は
各
，部
會
に
設
立
さ
れ
、Q.
O.
R
-H.

庶
と
身
ば
れ
た
。
哇
と
し
て
.上
流
階
級
へ
の
«

給
に
從
事
し
、I

*

工
業. 

ト

ラ

•ス

ト

及

び

銀

行

の

/^
政

官

、

辟

.殊

技

術

官

,»
熟
練
勞
働
者
、
敎
授
等
に
對
す
る
小
賣
機
關
で
あ
り
、
外
人
溝
家
に
對
す
る
も
の
ど

. 

A

て
犄
に
J
g

l

な
る
も
o'
が
謎
立
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。6

一
 

九)

：

ゾ

：

•： 

• 

-

.

消
^
組
^
:©
小
賣
機
傰
は，

)

’般
娜
會
店
と.
特
殊H

場
店
A

;5
に
區
別
せ^*
れ

、

前
:#
は
喷
贫
、
書
記
、
.
市
_

の
下
馨
祀
對
す 

る
^

の
で
あ
り
、
後
容
は
各

H

場p

勞
働
者
に
對
し
て
そ
ル

<
/-

設
け
ら
れ
た
も
•の
で
あ
るo

特
殊H

場
店
は一

九
三
ニ
年O

.R
.S

と 

呼
ば
れ
4
事
と
‘
な
り
、
野
菜
ゃ_

濃
品
の
農
場
を
も
持
ち
义
勞
掘
者
の
爲
め
.
の‘食
堂
も
設
け
ら
れ.
て
ゐ
る0
‘ 

, ‘

.計
截
配
給
下
に
於
て
讨
双
上
:'
<
0如
き
、
-複

離

な

，
各

，
種

4
賣
機
關
が
創
設
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
而
し
て
，切
符
PI
B
給
制
度
錢
止
後
は
、
 

右
の
如
く
各
種
階
級
の
爲
め
の
.そ
.
4ぐ
の
特
殊
众
小
賣
機
關
は
不
耍
と
な
り
1
何
れ
も
總
ゆ
る
階
級
の
消
費
富
尉
し
て
自
山
に
販 

賣
す
る
事
と
な
.
つ
た

;0

か
く
て
小
寶
機
關
は
一
九
三
六
年
'
.
月
以
礙
小
賣
肅
織
、は
階
級

蕺
礎

ょ

り

地

域哉
礎

の

上

にI

成
.さ
れ
る
事 

,
,
と
な
つ
た
の
で
、
あ
る
o
脚

ち

第一

一
次
五
ケ
年
計
戡
下
；に
於
て

は

パ

各

歡

.

Q

國

營

小

寶

組

織

は

T
o
r
g

と

準

的

組

織

に

，依

つ
.て
代 

置
、統

.せ
ら
れ
灰
。
T
o
roq
に
屬
ハ
る
小
寶
店
は
そ
，O'
經
營
形
態
か
ら
し
す
次
小)

_

に
分
け
ら
れ
る
。
大
店
は
經
營
上
1
T
Iょ
り
-
: 

座
<
獨
-立
し
、
，
金«
涨
び
に
取
引
契
約
等
忆
關
し
て
觸
自
0
權
限
を
持
0
て
居
る
に
夜
し
、
小
店
は
悉
く
細
部
に
至
る
，
迄-

T
o
r
g

に
侬 

つ
て
管
理
せ
ら
れ
る
o挺
つ
て
前

-#
は
エ
_場
倉
庫
ょ
、り

直

接

に

或

ひ

は

^

|
げ
$

を
，通
じ
て
財
免
が

观

給

さ

れ

*後
者

は

一

度H
§
aq 

.
>
畫
經
謂
ヒ̂

^
,配
給

組

織

の

、
常

干

間

題

■

,

.

く

 

*(

ょ

4
3

)
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針
邊
經
濟
に
淤
け
る
配
給
紐
織
の
，若
于
問
題
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r
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.
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.心
;;
.
.
.
. 

.
:
'
.
.

^
依
つ
’て
荷
受
せ
ら
れ
た
後
配
給
を
受
げ
る
‘の
^
あ

专

，
か

ぐ

て

小
賣
機
關
は

.Torg::

に
依
り
铳」

せ
k
れ
，た
が
、

Tor

片
の
齟
辙

I 

2ノ
 

> 

こ

,
一

 

4
、 

' 

‘ 

* 

、
 

. 

' 

>
. 

, 

V
I
. 

* 

V 

- 

' 

VJ

, 

i 

< 

•
, 

T 

^

.も
各
地
域
の
特
殊
事
情
に
應
じ
て
冬
の
經
營
は
必
し
，も
同

1
:で
は
啟
い
。
»

ir
1
、

レ
ー
一
，

V

ダ
ラ
ー
ド
の
如
き
大
都
歆.に
於
て
は
、

ン
 

~ 

へ
 

' 

V プ
, 

y
 

I

,»
、*-«
•

f
-
i 

. 

>

、H
o
r々
は
か
方
り
特
殊
な
も
の
に
分
北
せ
ら
れ
、：
モ
.ズ
ヤ
1
で

は

斗

，
八
，
種

に

上

，
つ

'た
*
淇

他

の

，
备

地

，
中

心

都

;^
に
は
通
常
エ
.業
製
品
と 

、食

料

品Q
I
1
®
/<
Z
>叫
。な
が

‘あ
t
、
M
に
小
な
る
都
#
は
犀」

の

4
0
1
^
が
.み
ら
れ
る
に
過
ぎ
な
1い
。
地
方
の
.
-

Tor

的
も
亦
人
邙
の 

密
谀
其
他
に
從
つ
て
或
る
.場
合
に
は
一•
5ノ
或
る
場
合
に
、
は
.ー
つ
設
立
せ
ら
ル
る
。(

鞋

1D-

-

•

右
に
述
.ベ
た
如
X
坐
活
必
需
品
は1

様
に
“

P
Aに
'依
つ
■て
配
給
さ
れ
、

小

寶

齟

織

は

極

め

，て
均
，

1化
せ
ら
れ
る
に
至
つ
た
の
で
あ

, 

- 

1 

 ̂

' 

- 

/ 

,

る
パ
淡
石
に
前
述
f
る
如
く
ソ
，聯

に

於

て

比

新

た

な

名

浙

得

の

階

級

;«
俄

が

形

成

さ

れ

て

倨

り

、
，又
消
駿
财
の
數
量
が
增
加
し
て
そ
の 

品
種
が
多
様
化
さ
れ
る
に
つ
办
て
'「

各
當
商
品
を
鹭
却
す
る
篇
屋
式
わX

o
r
g

の
み
.で
は
消
费
會
の
總
ゅ
る
需
毀
を
充
し
得
ず
*
特 

殊
奪
問
店
の
存
在
が
要
泶
せ
’ら
れ
を
^
至
つ
た
の
で
あ
る
。
，

,
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.1:

九
三
六
年一

月
ょ
り
特
殊
商
品
の
み
に
關
す
る
卸
寰
小
賓
の
系
親
織
が
創
設
名
れ
-
摩
問
店
と
L
てA

n
-
U

raon T
o
r
g

が

 ̂

定
せ
ら
れ
る
，に
茧
つ
た

.
oそ
れ
は
坐
產
黯
と
密
接
に
關
係
し
て
、消
贤
潜
0
‘意
向
に
，從

0
て
商
品
の
品
種
品
質
の
改
善
1
指
锐
す
る
0 

嘲
論
そ
れ
上
ロ
用
品
に
比
し
て
や
、
扃
級
な
需
要
を
嘀
す
も
の
‘で
あ
り
*
:复
要

都

市

，の
目
拔
通
り
に
栩
く
小
數
設
け
ら
れ
た
の
み
で
、

全
國
の
.小6

®

に
於
て
は
僅
か
な
部
分
を
占
あ
て
る
に
過
ぎ
な
い
。
尙
ほ
一

九三
只
 

.
年
の
-
H

Q
H
g

#
問
店
を
示
せ
ば
-
上
表
の
.如
.し
。

へ.又此
の
>
1
1
-
;
1
1

6.
§Horg: Q

 

,

一
特
殊
形
態

として、
軍
隊
^
び

め

p
p
.
u
.

役
人
に
の
み
消
費
財
ゼ
供
給
す
る 

■H
o
r
g

が
設
け
ら
れ
た
o
.
f
i
l
三)

‘ 

.

.',
‘

,

•#
- 

V 

, 

* 

.

.

.

.

.

.

.

. 

ノ
 

... .

. 

• 

•

か

\る
專
問
应
の
み
な
•ら
ず
、
大
^
會
；に
.は
亩
貨
店
形
態
のModel .Department

TorgSPTO ,

織 物 衣 服 如 店  

女 化 品 , 如 

文化品 - 81 

金 築 材 料 6,6 

毛 皮 233 

寶 石 ‘ ， i>0 

果 實 蚜 菜 ： '助7

P F

_

I
m

Stoi：f (

切r

-okazatelny 

1
7
1
^
玲
|

7)

も
み
ら
れ
る
_に
至
つ
た
0
'

(
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ニ
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又1

九
三
三
年
に
は
；モ
ス

n

1
の
主
要
街
路
に
'特
殊
食
料
品
店
が
多
數
坐
じ
た

-
o

計
敫
配
給
以
外
の
'も
の
を
取
扱
ひ
ー

そ
の
品
目
も 

多
數
忆
宜
り
、’品
質
も
優
琚
な
る
も
の
の
み
が
販
寶
さ
れ
、
，價

格

嘉

價

で
4

5た
0*
-̂
.の
输
辣
食
料
品
店
は•,
一
 

九
三
五
华
切
符
配 

給
制
度
が
廢
止
せ
ら
れ
名
や
、

G
a
s
t̂
n
o
m
'

と

wakaleMa 

,の
ニ
.種
に
區
別
せ
，ら
取
、
前
者
ぽ
未
料
理
の
或
び
は
半
製
食
料
品
を
寶
却 

し
後
者
は
乾
物
や
旣
製
品
を
寶
石
事
と̂
-つ
た
が
、
漸
次
，兩
者
の
區
別
は
消
滅
し
た6
更
に
之
等
は
一
九
ゴ
一
六
年

soyuzprpd

日
^
:
‘ 

と

，
呼

ば

れ

る

，
も

の

t
依
つ
て
統
一
せ
ら
れ
た-
0此
の
，；̂

織
下
に
食
‘料
品
店
は
急
激
に
發
肢
し

*

同
年
終
り
に
は
こ
五
〇
の
都
會
に_
 

店
を
.̂
た
程
で
ぁ
る
。
同
時
に
地
方
に
も
一
般
食
料
口̂

®

を
設
げ
、
★
H

I

Vス
.
fT;
式
に
經
營
さ
れ
各
地
に
同
一
形
態
の
も
の
が
開

©
し
た
o
< 註 
ニ 
四) 

’

，

-

■-
-

,

'、
 

-

■

此

のs
o
y
l
^
p
r
o
d
m
a
g

は
前
述
せ
.るT
org.:

と
食
料
品
配
給
に
傺
し
て
競
合
す
る
如
べ
紫
へ
ら
れ
る
が
、
兩
密
は
！̂

補
贫
的
關 

係
に
ぁ
り
、前
時
‘は
鋪
詰
、
砂
糖
•潰
、
食
料
品
、加
エ
穀
物
等
全
國
的
食
品
土
I
•の
製
品
を
取
扱
ひ
メ
後
者
は
主
と
し
て
地
方
的
產
物
、
地 

方
的
食
品
工
業
.の
生
產
物
を
取
扱
ふ
o茶
、砂
糖
等
•の
如
き

一般
乾
物
は
兩
者
共
に
販
«
す
，る
が
,>
そ
の
調
達
す
る
階
級
が
異
0
て
ゐ
た
0 

、戈

‘

Spyuzprodmag;

店
と
並
ん
.で
食
料
品
工
業
は
を
の
製
品
、の
み
を
小

®
す
る
坐
產
者
賣
店
を
設
け
る
事
が
少
く
な
.いo

例
へ
ば
、 

煙
-草
、
嗓
製
品
、
砂
糖
漬
と
ジ
ヤ
み
、
iハ
ン
と
ビ
ス
ケ
ッ
ト
と
菓
子
等
の
.工
場
に
み
ら
れ
‘た
。(

餌
ニ
.五)

に

, 

右
の
如
ん
國
營
小
賣
機
關
は
、
.消
^
財
坐
產
め
增
加
に
0
>れ
.て
分
化
_し
、
第
ニ
次
驾
ヶ
年
&
鲞

下

に

は

务

本

生

義

經

濟

下

に

み

ら

れ

. 

〜

る
士
亂
樣
に
^
1
小̂
寶
機
關
の
簇
生
と〕

25
:
ふ
現
氣
が
办
ら
れ
る
に
，至
つ
た0
で
ぁ
る
0
即

ち

一般
小
寶
店
以
外
に
驊
問
庙
，
百
貨
店
、，
 

チ g
:
i
,
k

 
ト
ア
、
k
 產
者
寶
店
等
が
坐
じ
た
,0
.
S
I
H0.
ノ；
 

, 

, 

.、，
 
•
ン
'

、
 

'

不
ダ
ィ
み
ー
ト
聯
邦
の
小
賣
機
關
は
之
等
國
營
小
寶
機
關
以
外
^
更
に
消
費
組
合
が#
在
す
る
。
前
遇
せ
る
如
く
消
^
鈕
合
は
許
書 

計
蜜
經
濟
.に
於
け
••る
酣
給
紐
綠
：の
费
千
間
題. 
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配
給
下
.に
あ
つK

は
、個
嚆
小
賣
機
關
ょ
り
適
切
‘な
も
の
で
あ
つ
^;
が
.、.切
符
^
給
制
度
が
據
止
さ
れ

新̂
し
.い
搞
茴
が
展
_
せ
ら
れ
て
，
 

'國
營
小
賣
機
關

，0

分
化
が
‘
ら
れ
る
や
ぅ
に
.な
る
と
、
を
■の
重
要
*
は
^
退
し
た
o
,消
費
組
合
の
原
則
は
そ
の
ft
ム
ロ
員
に
坐̂
必
要
品 

を
單r
の
淳
總
て
供
給
す
る
事
に
あ
り
、
#
定
商
品
の
：み
を
顧
寶
ず

'る
機
關.と
し

，
て
；
は

適

當

.で
'な
.い
。
都
會
に
於
て
は
國
營
小
寶
機 

關
が
各
種
の
特
殊
店
と
な
る
に
つ
れ
て
消
寶
組
合
は
不
用
な
も
の
’ど
な
り
、：1

九
ー
.ー
ー
五
年
十
月
政
府
は
都
龠
の

.

1組
合
琪
業
を
總
で 

_

營
小
寶
機
關
に
移
；

s

す
る
事
祀
決
定
わ
た
。
•爾
後
消
費
組
合
に
依
る
配
給
は
地
方
に
■限
：ら
れ
、
農

，民
並
び
に
地
方
勞
働
者

•に
對
す
る
. 

.總
ゅ
る&

品̂

0
小
寶
機
關
と
し
て
_殘
存
’
'し、た
の
で
泡
る
.0(

1

七〕

、

;-
:
1
,
:
'.
.
.
- 

■

 ̂

}
:

'

7;
組
合
組
織
の
最
下
位
の
調
體
は
.
;̂
ぢ
？

で
，あ
丨
，

Sel

言
が
小
寶
議
を
經
醬
す
る
の
：
 

.
で
あ
る
？
併
じ

3砻

9
に
屬
す
る
.店
數
は
地
方
に
：依
つ
て
非
常

.に
雜
多
で
あ
レ
、
そ
の
地 

.方
的
事
情
の
离
る
.'に.つ
れ
て
相
違
す
る
。
標
準
的
な
s
a
p
o
店
は
パ
.
‘ノ
を
输
め
各
褪
食
料 

‘品
、
人
造X

ス
鹽
、
砂
糖
、
茶
、
齄
草
、
衣
類
、
陶
器
、
金
物
等
各
'種
#
品
を
販
寶
す 

名

。

而

し

で

消

貴

肢

坐

產

の

增

加

に

つ

れ

で

、
地

方

，に
於
て
も
日
翎
品
以
外
の
高
級
な
商 

.品
が
配
給
さ
れ
得
る
：や
ぅ
に
怒
り

y1

九

三

四

年

以

後

、

selpo.

の
上
位
機
關
た
る
穴ayso- 

.。
3
^
,
.
が
地
方
.市
場
付
近
に
大
规
模

な

小

寶

店

を

開

設

し

て

、
，文

化

品

、
.運
動
用
具
等
工
業

■

乱
：■
販
實
_
 
■
疆

民

_

產

獄

品

廳

漏

M:
獲

市

議

■

:

、

出
褂
け
た
場
合
買
盤
へ
る
0
'
で
あ
る
0 

8

1

1

0-

(

註
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卜

f
f
i
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w
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因
に
卸
賣
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で
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九
ニ
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年
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に
私
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商
人
ほ
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上
高
の
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一
A
を

占

め

'る

に

過

ぎ

な
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註
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'
以
上
±
‘業
製
品
の
配
給
組
織
を
論
述
し
农
が
，'
そ
以
結
果
我
丸
が
武
ひ
得
る
事
.は
、
配
給
組
織
の
'様
態
は
針
畫
經
濟
化
の
進
臊
に
伴 

ク
て
必
し
t
単
純
化
せ
ら
れ
な
い
と
一K

ふ
事
で
あ
る
。卸
寶
組
織
に
於
て
.ば
第
一
.次
.五
ケ
年
計
甕
.に
.依
る
計
肅
經
濟
の
M
開
に
伴
つ
て
、 

卸

寶
組
織
の
排
除
が
企
圖
せ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
ず
ノ
失
敗
に
終
れ
寧
ろ
そ
‘の
骤
備
擴
充
が
み
ら
れ
、
.更
に
.第
一
一
次
五
ケ
牟
訐
黌

< 
の
移 

、行
と
共
に
卸
寶
組
織
は1.

■層
複
褴
化
せ
し
办
ら
れ
た
。
又
小
賓
亂
門
に
付
てI

K

へ
ば
、
‘直
接
的
許
書
配
給—

切
符
割
當
制
度
下
に
於
て 

す
ら
，
小
賣
機
關
は
.決
し
て
單
挪
化
せ
ら
れ
.ず
、
第
.二
次
五
.ケ
年
Bt
.畫
の
進
行
と
共
に
、
各
種
小
寶i

關
の
鑛
坐
と1K

ふ
現
象
が
み
ら 

れ
た
。〗

之
等
の
•事
實
は
•要
す
る
に
市
場
經
濟
で

，あ
ら
^
と
針
#
經

濟

，
で
：
あ

ら

ぅ

^•:

配
_

織
に
關
す
為
限
..
1
)
.
、
、
消

§

坐

產

が

景

的
 

に
增
加
し
質
的
に
多
様
化
す
る
と
共
に
複
雜
し
た
形
態
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
，い
と
一
|
1ふ
事
で
1あ
る
。

「

'•
• 

' 

' 

:

'第
三

節
'
.
,
許
畫
經
濟
士
農
產
物
麗
組
織-.

V

 

‘ 

、
1

ソ

-
广

■ 

■
:.
,
 

.
X業
製
品
に
.比
し
て
農
產
物
の'配
給
紺
織
は
複
雜
で
あ
る
。’そ
れ
は
遵
業
度
強
の
.技
術
的
特
性
に
搽
く
ば
か
り
，で
を
ぐ
、
0:
業

.#
rl
’ 

-

計
輋
經
濟
亡
於
げ
る
配
猞
組
織'の
轧
干
的
題. 

,

人
五
•

.

(

九
四1)



.
f 

違

终

^

け̂

ぶ

齟

盼

組

嶺

ぢ

等

调

題
:

パ

フ
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八
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一
 

そ
-の

坐

崔

經

肾

の

，
集

1

‘が

綾

傻

货

あ

セtv
■

濟

下

に

於

け

る
；；

農

產

物

酿

給

の

，
問

題

姑

極

め

^j

困
 

難

食

も

や

と

，
な

，
各

> 
然
診
.ッ
ヴ
.ィH

1
ト

,#
邦
.エ
業
化
の
-
礎
社
痛
業
に
置
か
れ
、
農
業
坐
產
の
維
禅
の’爲
、めM

、

ソ
聯
訐
截
經
濟
は 

上
進
；！
退

-4
て
ぞ
の
'圓
潜
な
ケ
進
展
が
妨
げ
ら
れ
た
ぃ:-
' 

\
.
v
- 

■ 

/
• 
:

«'
、
 

'

■:
,

广
.

戰
時
洪
產
半
：_

時
代
は
現

.

释
濟
に
依

'

>

ソ

，聯

經

爽(0
.

全
計
' «

化
を
自
檩
ど
し
，，て
ノ
農
村
に
あ
づ
て
は
エ
業
製
品
授
與
の
保
餹
の
卞 

^

^

農
產
物
び
自
象
消
費
最
小
必
要
量
；以

^

の
總
尤
免
强
制
的
に
徵
收
し

»

農
民
の
自

£

處
吩
钇
金
ズ
禁
J h

し
た

Q

か
く
す
る
事
に
依

,. 

ク
て
4
業
部
門
の

.

原
料
品
娘
び
に
エ
業
勞
働
激
等
の
食
料
品
ゎ
確
慠
を
亂
つ
た
の
で
あ
る
。
然
る
に
そ
の
結
深
は
農
民
の
創
意
を
喪
失 

也
し
め
農
業
纯
辑
の
袁
遯
忙
鴒
ぐ
事
と
な
り

^

’

そ
れ
を
截
點
に
ギ
ッ
ブ
人

Q

if
e

策
部
換
の
や
む
な
き
に
茧
つ

.

た
。
ネ
ッ
ブ
は
農
業
部 

門
べ

'

の
市
場
經
濟
囘
復
に
依
り
、
農

'

業
•

生
庫
の
囘
復
を
，目
指
し
た

^

の
贫
あ
り
て
、、

1
定

額

'0
現
物
稅
を
徵
集
し
、_

そ
O'
餘
剩
に
對
し 

て

ほ

.0
由
處
分
を
許
し

'

て
農
業
坐
產
に
刺
激
を
與
人
ん
と
し
龙
の
ヤ
あ
る
0;
農
產
物
は
彼
等
自
身
出
荷
す
る
事
も
§

る
.
•し
ぃ
，
私

的

商

： 

人

と

國

營

配

，
給

機

關

と

の

，
何

れ

に

對

し

で

も

自

曲

に

販

寶

し

'#
'

た
？
做
し
乍
务
農
敗
の
欲
來
す
る
日
用
工
業
製
品
は
大
部
分
國
營
化
せ 

.

ら
れ
國
營
配
給
機
關
を
通
じ
て
得
ら
れ
、
從
つ
て
た
と
へ

.

農
戾
が
商
人
に
對
し
て
-ょ
り
高
價
に
販
■«
'
し

得

龙

と

し

て

も

、

.工

業

製

品

を
 

鑛
得
す
' ^

爲
め
杧
は
商
A '

へ
の
寶
却̂

斷
念
も
て
阈
營
配
給
機
關
に
そ
れ
と
交
換
に
農
產
物

t

提
供
せ
ぎ
る
を
得
な
い
事
が
屢
々
あ
つ

、
-

.

 

'
 

ノ 

メ 

* 

•

た
。
勿
論
そ
^
場
合
で
_克

生

谎

，
に

際

し

.て
農
泯
の
自
由
が
淺
さ
れ
、
政
府
は
そ
の
販
賣
に
對
し
て
も
直
接
的
に
强
制
も
た
の
で
ほ
な
か 

.

つ
た
。
從
つ
て
一
九I

ー
七
.1
:
.ー
八
年
に
、は
國„營
並
び
に
組
合
の
配
給
機
關
に.孩
る
榖
物
の
計
畫
览
攥
は
全
收
褪
七
一
ニ
五
〇
萬
噸
屮
1
〇 

0
〇

萬

觸

以

下

^

算

，

'L
炎
.に
過
ぎ
な
'

4

つ
た
の
で
.あ
るo 

(

B

一
丸

)

か
、
る
市
場
經
濟
原
；理
わ
復
活
贮
も
徇
ち
ナ
農
業
坐
.產
.は
大
舰
前 

と
同
様
で
あ
つ
て
僅
か
し
か
增
產
の
傾
向
は
み
ら
れ
な
か
つ
た
。
然
■も
ソ
ヴ
ィ

ト

經

濟

の

工

業

化‘進
展
に
伴
つ
て
都
會
：丄
業
人
口 

.は
急
激
.に
'增
加
し
た
の
.で
あ
る
’
。

• 

' 

" 

' 

- 

• 

, 

/

 

‘ 

.

ニ』.ふニーふf-:.、.ゾふパム- '丄. し --

加
ぐ
て
農
業
生
產0
、，燴
大
は
更
に
要
求
せ
ら>れ
た
の
で
，ぁ‘る
が
フ
市
場
經
濟
原
理
の
容
認
せ
ら
れ
た
ネ
ッ
ブ
下
に
於
て
は
、

'農
#
物 

價
格
騰
貴
以
外
に
，は
農
業
生
產
增
加
を
刺
激
す
‘る
手
段
は
紅
い
。
，然
る
に
，他
方
に
於
て
ソ
ヴ
ィ
エ

ー

ト
政
府
は
：丄
業
化
の
目
的
を
读
成 

ヤ
る
爲
め
に
農
產
物
價
撕
を
低
位
に
置
き\
エ
業
勞
儆
者
.の
.坐

活

向

上

，
を

齓

ら

ね

ぱ

な

ら

-な
い
ゆ
で
ぁ
る
0
,
’
.

'
右
か
舯
き
矛®:
に
豪
着
し
て
、
，
幾

多

の

論

議

を

經

た

後

第

；

次̂
五
ヶ
¥;
計
、畫
下
に
於
て
は
、
，报
び
農
產
物
蒐
集
に
渤
し
て
、
市
場
經 

,濟
分
野
t
削
減
す
る
事
が
決
定
せ
ら
れ
、
農
產
物
價
格
を
人
爲
的
に
俄
廉
な
ら
し
め
.る
；
へ
く
次
の‘如
き
手
段
が
採
ら
れ
だ
0
即
ち
政
府 

は
良
比
の
請
要
す
る
エ
業
製
品
ー
定
量
そ
提
供
す
る
と
茇
ふ
保
證
の
ぃ
下
に
、
榖
撕
1-定
览
を
胺
韻
格
で
提
供
せ
し
め
る
强
制
契
約
を
締 

結
會
し
.め
た
ゎ
で_ぁ
る
タ
此
O'
契
約
は
一
さ

A
年
ょ
り
實
施
せ
ら
れ
、
‘先
づ
綿
花
、甘
蓆
等
.
X業
原
料
用
農
康
物
に
適
用
.せ
ら
れ
た
？ 

銮
\1
.エ
業
が
，總
，て
國
營
化
せ
ら
れ
だ
？

原
料
の
私
的
需
要
に
從
.っ
.て
市
場
视
給
#
面
め
悉
無
で
ぁ
り
、

評

蕺

配

給

：卜
の
蒐
集
は
落
， 

易
に
行
は
れ
や
す
ぃ
.か
ら
で
ぁ
を
、
.更
.に
其
の
衡
幾
多
<6
農
莖
物
に
搬
'大
さ
れ
、
そ
の
地
#
も
漸
次
擴
張
さ
办
て
い
っ
た
。
か
-
る̂

 ̂

篑
蒐
集
'は
べ
、
農

業

統
制
に
も
役
，立
ち

、

'更
に
巢
_
農
場
化
の
促
翁
の
爲
め
，に
t
刺
用
•せ
ら
れ
た
の
で
ぁ
る
。
f
i
l一一〇
v>
此
.<D
農
産
物
の 

m -
睿
：蒐
集
は

c
f
)

政
'府
機
關
と
，し

て

の

消

費

組

合

、

C-0

政
府
1
物
览
集
部
た
るsebocentr

バ

5
國
營
商
業
機
關
の
1
ニ
者
に
侬
っ 

.て
疗
は
れ
た
。
6
三j

〕

撕
る
に
そ
の
，相
五
0
間
に
重
複
，が
行
ば
'れ
、
蒐
集
上
の
競
取
は
値
袼
が
公
芡
ぜ
ら
札
て
た
に
も
拘
ら
ず
、
漸 

次
騰
貴
せ
し
め
.
’る
結
果
と
な
っ
た
。

又
强
制

.契
約
に
依
っ
て
\
餘
剩
農
產
物
比
低
價
格
に
於
て
殆
ん
ど
賃
上
げ
ら
れ
る
事
と
な
り
、
禅 

び
農
®
の
怠
惰
外S

て
は
農
業
坐
產
の
減
退
を
敗
す
に
茧
ヴ
だ
^
で
ぁ
が
^
か
く
し
弋
ー
丸
三
—.
'I

年

-ー
月
に
は
か
、
る
览
集
組
微
は
洱 

编
ぷ
^
レ
れ
る
霉
と
な
り
、

Council 
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a
b
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u
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D
e
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下
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C
o
m

日ittee o
f C

ollec
t
i
o
n

が
創
設
さ
れ
、
•農
產
物
統
制

を
集
中
じ
、>
更
に
そ
，の̂-
集
方
法
が
調
盤
さ
れ
，た0
で.
ぁ
る
0

ぺ
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1930
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10A %
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100^
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九

四

四

)

•

.先
づ
，穀
物
ノ
馬
鈴
著
、
'
.日
向
^

肉
、
牛
乳
、
羊
毛
等
忆
關
し
て
强
制
的
な
骱 

集
金
行
ふ
。
#'
し
そ
の
方
法
は
以
前
と
異
り
、

へ
ク

タ

ー
當
り
_

物
一
定 

數
量
'に
限
定
'1
>
て
、
そ
の
餘
PJ
を
農
妈
^
自
由
處
分
の
餘
地
を
與
へ
た
の
で
あ
る
。 

然
も
そ
の
魔
集
數
量
の
.割
合
ぬ
、，
地
方
的
事
情
に
檢
づ
て
異
り
、
又
年
々
の
收
權 

，事
情
に
應
じ
て
變
更
せ
し
め
.ら
れ
たo

か
く
て
農
我
の
創
意
の
餘
地
を
興
へ
、
更 

に
そ
れ
^-
:
刺
激
す
，べ
-く
、
强

制

契

約

數

置

以

上

に

5|
渡
し
た
場
合
ぞ
(0
過
剩
分
に 

對
し
て
■は
ブ
レ
ミ
キ
A
を
付
し
て
邈
か
に
：高
い
價
格
咚
購
入
す
る
琪
と
な
づ
た
の 

'で
あ
■る
。
併
し
乍
ら
斯
か
る
本
段
に
も
拘
ら
ず
、
農
業
坐
產
は
依
然
と
し
て
低
落 

■
顧
向
^
掛
續
じ
た
o.

:‘
 

，

し

：
 

<
 

.

八

—
——

.

.尙
ほ
訛
述
の
農
產
物
以
外
に
、.：野
菜
？
麻

ノ

棉

花

、

迎
麻

、
甜

菜

、
煙
苺
等
も 

、
 

，契
約
の

形

式

で

策

集

さ

れ

"
右
、ひ.强
制
契
約
士
*殆
ん
"ど
同
じ
條
件
で
行
ば
れ
た
。

.

次
比
政
府
農
產
物
蒐
集
は
斯-か
ケ
集
中
敗
契
約
に
依
る
方
法
ル
ル
に
、
國
營
に
依
.る
農
產
物
邡
1
其
他
の
代
资
と
し
て】

部
分
行
は 

'
れ
た
o
,コ
ル
.ホ

ー

ズ

及

び

農

民

は

'M
.
T
.
S
.

へ
る

line-tractel: 
s
t
a
t
i
o
n
)

に
對
し
て
耕
作
、.播
種
、
脫
穀
、
收
權
等
を
农
賴
し
、 

そ
の
代
償
と
じ
て
收
瘦
穀
物
の
ー
定
量-̂
免
，拂
ふ
0
又
製
阶
場
が
總
て
亂
營
化
し
てN'a

go
t
z
e
m
o .

の
絲
制
下
11

か
^
た
^
1'
、
農
'

 

民
及
マ
ル
ホ
丨
ス•は
何
れ
も
製
粉
を
そ
れ
に
依
賴
せ
ざ‘る
を
得
ず
>

 •

そ
，の
際
に
も
5 %

を
代
償
と
し
て
吏
拂
ふ.®

に
な
つ
て
'̂

る
。

而
じ
て
.
'
一
九
三11

年Q

農

產

物

豪
I

成
に
際
し
て
、
强
制
契
約
を
收
獲
の

j

定
數
量
に
限
定
し
て
、‘殘
餘
に
.對
し
て
農
民
の
_

ル （驻主ニ :單位、1,060

由
處
分
を
許
し
た
爲
め
"
强
制
契
約
に
よ
る
集
中
的
蒐
集
の
み
.に
依
つ
て
は
、
.農
村
.の
餘
剩
坐
産
物
を
總
て
獲
犸
ず
る
事
は
不
.可
能
と 

な
つ
た
。
其
處
で
齔
制
契
約
に
依
る
集
中
的
蒐
集
と
共
に
分
散
的
貧
舞
が
贫
は
れ
る
事
に
な
つ
た
^
之
ぼ
果
實
、
野
菜
、
牛
乳
、
‘家
畜 

等
に
關
す
る
各
種
協
同
組
合
"
國
營
機
關
、
公
衆
食
堂
等
に
侬
る
.侗
別

漸
览
與
で
あ
る
。

此

’の
分
散
的
蒐
集
は
勿
論
强
制
契
約
に
俅
る 

蒐
集
が
な
さ
れ
た
後
尙
ほ
‘餘
_
が
坐
じ
た
場
合
に
-始
め
て
な
さ
れ
る
わ
で
あ
つ
.だ
‘
”中
也
ゲ
‘政
府
の
統
制
下
に
行
は
れ
る
众
取
引
價
格
，
 

は
强
娜
契
約
の
如
く
公
定
せ
し
.‘め
ら
れ
汾
も
の
、で

は

な

ぃ

が

‘
そ
の
最
高
價
格
が
國
家
に
依
つ
て
制
定
せ
ら
'
 
需
給
關
係
に
趦
く
市 

場
價
格
で
は
な
い
。
た
\:
'
强
制
契
約
.の
場
合
’よ
り
も
よ
り
高
價
に
購
入
さ
れ
る
。(

璧

&

尙
ほ
分
散
的
苋
集
は
各
種
機
關
に
侬
つ
て
、

.な
ざ
れ
る
故
之
を
統
制
す
る
機
關
と
し
て
Hす

conventional.

B

i

s

sな
る
も
の
が
設
定
せ
ら
れ
た
。
此
の
機
關
は
價
格
を
決
党

.
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.
•

-；
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.
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-
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-

す
る
の
み
な
ら
ず
、'各
秫
購
A
機
關
が
蒐
集
上
競
爭
し
公
定
價
格
を
無
視
し
て
騰
貴
せ
し
め
る
の
を
防
ぐ
爲
め
に
各
々
の
.

^|
集
地
域
の 

割
當
て：

尧
行
ふ
。

‘

 

， 

へ
.
_

 

’

 

'
c
o
n
v
e
n
t
i
o
n
a
l

I

I

の
統
制
下
に
あ
必
蒐
集
機
關
は
大
小

1

一
種
に
區
別
せ
ら
れ
、'前
者
は
全
國
各
地
か
ら
の
他
給
を
獲
#
す
る 

百
貨
店Tsentrcsoyuz 、.

等
の
大
規
棧
な
も
の
で
あ
り
、•後
容
は
食
堂
、
病
院
、.地
方
的H

o
r
g
i

等

地

方

的

機

關

で

^

集

範

固

も

そ

の 

地
方
に
限
ら
れ
•る
。
そ
の
輕
營
方
法
も
、
前
者
で
は
全
國
に
蒐
集
係
、
購
入
.係
を
置
き
、
契
約
期
間
も
少
く
と
も
一
ヶ
年
に
茸
る
も
の 

で
あ
り
、
後
象
は
よ
り
簡
單
な
方
法
に
よ■る
。:

而A

て
右
の
如
き
分
散
的
笕
集
は
、
多
數
，の
雜
多
な
蒐
集
機
關
が
行
つ
た
像
め
に
成
功
し
な
か
つ
た
？

一
九
三
四
苹
に
は
大
規
模
機 

關
は
‘五
五
0
、
.小
規

模

機

關

.
ば

四

〇

〇

〇

を
箅
し
太
。wureaus 

_の
銃
制
に̂
拘
ら
ず
、.依
然
と.し
て
相
互
に
茁
復
し
て
苋
集
上
の
_競 

筚
、は
避
け
ら
れ
な
か
つ
た

0'
そ
の
結
果
一
九
三
五
年
九
月
分
散
的
蒐
'集
に
改
革
が
行
は
れ
、
蒐
集
機
關
數
も一

九
三
四
年
•の
四
五
五
〇 

か
ら
ニ
.七
九
'

1j

に
減
少
せし
め

、

更
に
コ
ル
ホー

ズ
及
ぴ
農
民
と
苋
集
機
關
ノ
の
間
の

.仲
介
機
關
と;-
1
,で
‘ Sd

p
o

へ
を
利
用
す
る•事
に
決. 

計
蛰
經
濟
に'於
け
る
：配
給組
織
の
若
干間
做 

/

 

: 

八

九

へ
九
お$



• 

辭
濟
に
於
；け

配

耠

組

織

>
若
干
間
，

題
'

、

 

'ノ

 

-

>

.

-
:•c

丸
四
六)

免

せ

も

れ

た

。

又
；：一

丸
三
六
年
に
は'
 t

o
n
v
t
l

 B
U
I

が
解
散
f
,れ
、
慎
梢
決
他
の
統
制
祺
項
は
各
地
委
員
#
比
離

名
れ
た
の
で
あ
^
。
ハ
證

2£)

'

パ

-、

ノ 

:

，

ノ
 

：

.
- 
‘ 

. 

■

,

-
右
の
如
身
改
善
に
^
拘
ち
ず
_、
ソ
ザ
ィH

丨
ト
聯
•邦
農
產
t

集
中
、
此
の
•分
散
的
煎
集
わ
占
め
る
部
分
さ
し
て
多
ぐ
は
な
いC (

次 

M
表
參
照)
.\ 

/ 

' 

.

.

.

t 

■ „ 

* 

> 

. 

す
• 

, 

,

以
上
述
べ
來
つ
た
如
く
、
農
産
物
の
計
黨
的
蒐
集
は
漸
次
盤
儆
擴
大
せ
ら
れ
た
が
、
農
産
物Q

自
然
的
性
質
*
乃
至
は
i

<D
#
殊 

.性
の
爲
め
に
、
市
場
配
給
の
分6

は
'根
强
彳
黎
じ
，5
ゐ
る
o
’第
-

1

次
五
ケ
年
計
.戴
期
間
に
も
、
或
る
程
度Q

農
段
に
ょ
る
農
產
勿
の 

直
接
販
寶
I
市
場
配
給
麄
過
せ
ら
れ
た
。
街
頭
に
暮
首
に
追
は
れ
乍
ら
果
« :
卵
等
を
能
に
入
れ
て
立
賫
し
衣
の
が
み
ら
，

e
、

鐵 

、道
停
車
場
や
船
着
所
で
は
.
行
含
の
‘爲
'め
に
ザ
乳
'、
、
ハ
：
ン

ぐ

果

：
實

，
等

' 

S
賣
が
.許
さ
れ
た
乃
又
多
ぐQ

地
方
都
會
特
に
シ
’べ
リ
ャ
，及

： 

.び
比
較
的
<
ロ
稠
，密

な

東

南

部

地

方

で

は

ノ

農

民

が

農

產

物

を

荷

軍

に

,0
ん
で
町
の
廣
獲
搬
び
、
都
會
思
に
食
物
を
販
寶
す
S

が 

許
さ
れ
た
。
又
國
營
並
び
に
組
合
.
€商
業
機
關
が
未
發
達
な
狀
態
に
ぁ
な
地
方
で
は
、
’農
民
の
販
»
け
默
認
せ
ら
れ
た
。

一
九
三
〇
平 

モ
スn

人
レ
ニ V

ク
ラ
ム
で
は
生
活
必
要
品
を
悉
ぐ
國
览
び
組
合
機
關
ょ
.

©

求
.め
る
事
が
出
來
た
が
’
シ
べ
リ
ャ
等
で
は
そ
の 

，三
は
自
出
市
場
に
て
購
入
す
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
狀
態
で
ぁ
，る
o
: 

S
,
三
六)

1

九
三
ニ
牟
に
は
政
府
は-^
開
農
產
物
市
場
を
法
律
で
認
め
之
を
洱
組
織
す
名
事
に
決
定
し
ゝ
爾
來
ゼ
ス

&
界

蒙

®
!
!
!
!
:
^
!
 ̂

- 

■i
呼
ば
れ
た
。
か
く
て
農
產
食
料
品
の
許
襄
配
給
篆
充
分
で
ぁ
り
、
市
場
酿
舞
部
妞
が
依
然
と
し
て
殘
さ
れ
た
の
で
ぁ
る
。

S

配 

給
卜
の
强
制
契
約
に■
く
鬼
集
は
’
遵

產

物

金

收

禊

の

ニ

ー

‘ー
分

の

一

か

ら

十

分

£

~に
及
び
、
-¥
均
.五
分
の
一
で
ぁ
つ
て
、
そ

Q

殘
餘
は 

自
家
消
費
を
引
差
つ
た
後
之1
自
由
.に
販
寰
せ
1;
-め
た
9 

、
 

，'

■

■

•,地
方
都
市
の
農
、產
物
市
場
は
施
設
が
不
充
分
で
泥
篇
茶
に
充
ぢ
不
潔
を
極
，ル
た
。

n
.

ル
ホ
丨
ズ
及
び
農
民
は
好
等
の
設
備
な
き
廣

鳴H

そ
れ
ぐ
荷
車
、
**
.裏
、■
、
マ>
ト
等
0

に̂
商
品
を
雜
然
と
置
き
販
寶
し
た
'«
0
主
要
都
市Q
市
場
は
屋
內
に
開
か
れ
、
店
が
*

然 

-と
列
を
な
1
、n.

ル
永
1
ズ
が
肉
、
酷
農
品
‘
野
菜
、
果
物
等
を
販
寶
す
る
.ば
か
り
で
な
く
、H

業
組
合
も
そ
の
坐
産
物
た
る
能
、
木 

.製
器
具
、
旣
製
服
等
，を
販
寶
す
る
。
：更
に
陬
營
良
業
機
關
も
織
物
、
.>±
藝
品
、
.
'陶
器
等
の
製
说
や
'\
砂
糖
• 

_詰
等
の
加H

食
料
品
を 

販

資
す
る
。
，農

民
.の
自
由
帘
場
に
國
營
機
關
を
し
て
競
^.
し
；て
販
寰.せ
し
め
^
遡
%
拟
、
農
民
生
遽
物
と
旅
ん
で
競
钞
品
を
販
賣
す
る 

事
に
依
0
て
市
場
價
格
を
間
接
的
.に
蔽
制
せ
ん
ど
.す
る
：意
圖
1
外
な
ら
な
.い
0<
,
.

(

锥
ヨ
.，七)

.
，
/
 

- 

•

.

•
か
く
て
へ1

さ
ゴ
五
年
に
は
自
由
市
裼
に 

於i

る
農
產
f

寶
高
は
-

1

.〇
、
七
八111 、 

〇
G
〇
、o

c
〇

ル
1
プ
.ル
に
镭
し
、
農
民 

’全
’收
入
の
ニ
四
•七
^
を
占
め
た
。
又‘そ
の
. 

取

引

高

.は

都

會

に

於

け

る

小

寶

寶

上

髙

の 

約一1

五
知
で
あ
り
、
食
料
品
の
み
に
付
て 

1K.

へ
ば
三
六
^
と
.な
る
。
切
符
配
給
制
度 

故
施
行
，
さ

れ

た

時

代

は

、
、
計

聳

6B
給

商

品 

，
と

自

由

市

場

商

品

と

の

價

格

差

は

極

め

て 

大
で
あ
つ
.た
が
*
-
該
制
度
が
廢
止
さ
れ
る 

ゃ
兩
者
は
接
‘近

す

る

.
に

适

っ

气

右
の
如
き
自
由
市
場
.の
外
に
大
戰
前
ょ
り
引
續
身
存
在
す
‘る

年

，
一

同

乃

室

r
‘ー
囘
の
祭
市
が
各
地
に
あ
，つ
た
。

.
S四
〇〕

m
經
濟
it
於
け
る
酣

夢、龃
轔
の

若
千
m
題

於

.'，が

九

マ”

I

I:j
0
S

p i
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m
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p i
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lit
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ノー ,ん f

於
て
、
市
場
經
濟
の
場
合
と
觀
の
傾
问
を
示
す
に
至
つ
た
。
例
へ
ぱ
卸
賣
部
門
I

備
擴
充
‘

種
小
寶
機
關
の
簇
生
、農
産
物
自
由 

市
場
^
殘
存
等
之
で
ぁ
る
。
然
ら
ば
何
故
祀
計
截
經
濟
下
の
配
输
組
織
が
市
場
經
.濟
的
色
彩
を
帶
ガ
る
の
で
ぁ
る
か
と
^
へ
ば
そ
れ 

は
消
費
財
S

Q
间
復
と
沄
ふ
事
實
に
眾
め
ざ
る
を
猙
な
い
。
即
ち
消
費
財
亦
究
局
に
於
て
個
人
的
消
響
目
標
と
す
る
眼
り
、
消
費
' 

財
の
豊
富
な
場
A
nに
は
'消
費
M -
濟
に
屬
す
る
各
個
別
經
濟
の
私
的
創
意
が
指
導
的
^
な
り
、‘
單

r
意
志
に
侬
る
財
貨
の
評
畫
酣
給
は
否
.. 

'定
せ
ら
れ
る
。
計
畫
經
濟
とQ

間
に
齟
齬
を
來
さ
I

熵
圍
に
於
^;
馨

者

の

'私

盼

創

意

，が

配
I
現
象
の
重
要
な
規®

者
と
な
る
の 

で
ぁ
る
。
勿
論
需
要
の
要
歡
は
市
場
11
;
給
の
場
合
に
於
け
る
が
如
く
財
貨
の
¥
格
に
は
顯
現
し
得
な
>
と
し
て
も
、
財
貨
の
移
動
に
關 

し
.て
市
嚴
經
濟
S

合
と
同
歡
に
重
要
な
役
割
を
演
じ
る
0..か
く
て
社
會
經
濟
め
他
の
分
野
に
社
靈
經
濟
が
如
何
に
逸
展
し
た
と
し
て 

も

*
，
消

費

財
_

益

端
に
削
減
せ
し
め
ら4

た
場
合
を
別
と
す
れ
ば
財
5

動

S

〒

配

給

組

織

は

惠

經

濟
下
に
於
け
る
と
何 

等
異
る
も
の
‘で
は
な
ぃ
と
結
論
す
る
事
が
出
來
る
。(

一
九
三
九
•六
•ニ
，五
稿)

一 マ 紀 r

k 

；

墓

s

f

る
酣
給
I

S

1
、

へ

」

、

へ

'

-

I

 

-
基

八

)

<
訪H

九)
L. E.'Hubbard, ibid., P, 4

6
.

,(

註
白
〇

)
ibid.vl>. 47-50 .

,(

餘
三
ー
 

3
.
. 

i>id.;;p. 141*

(
B
I
s
y
s
d
,
:
p
.
:
4
s

 

，

(

註
一1I 、！1D: 

I
.
, 

p. 1
1
6
5

 

ノ

 

:

(

_
1四〕

W
,

 N0dej,i

2:d,p.;12—S
2
1

:.;

i 

' 

:

‘
，
 

(

註111 .

五 P 

Hi 

w
. 

H
u
b
b
l
,

 

i.c
r
r
d
,
, 

p. 

1
7
0
.
1

00
0 

(

註 H
K
O

 

ibid,,, p. 1
4
1
:
:
(

註
三
七)

a
f
i P. 1

4
1
1
1
4
6

.

三
八)

i
b
f

 

P
.
1
S
.O
T

(

璧

九)
(

註
四
〇)

ibid.,P.I4s 

:
'
,

r 

' 

.
'

ぃ

' 
ン

.

.

-

-

• 

■
 

\
 

.
 

-
.
.

.

.

て

 

' 

•

'

ぃ

ノ 

'
• 

•
:
;
: 

: 

X 

ペ

. 

*

fx
一
 

.
 

X 

?
!
;

ぐ

- 

要
す
る
に
農
産
鞭
配
給
は
エ
業
製
品
の
塌
合
に
比
し
セ
ぞ
の
計
嘗
配
給
化
比
極
め
て
遲
滯
す
る
部
門
で
あ
る
。1 -

っ
に
は
そ
の
生
產 

の
集
中
が
緩
慢
で
あ
.り
、
農
業
坐
產
自
黻
の
；̂
甓
經
濟
へ
の
編
入
が
闲
_
で
あ
名
事
に
依
る
。
坐
產
が
各
個
人
に
委
，託
さ
れ
て
る
啦
り 

，市
場
經
濟
を
全
く
拔
き
去
る
•事
は
不
可
能
で
あ
り
、
市
場
配
給
の
’殘
择
姑
趣
け
ら
れ
な
い
-。
，又
，

〗

っ
に
は
農
產
物
の
特
性
に
莪
く
。
特 

に
坐
鮮
品
で
あ
る
場
合
そ
，の
配

^
ば
迅
速
を
要
し
、
急
速
に
大
量
を
處
分
す
る
爲
め
に
は
、市
I
の
組
織
t
採

り

市

場

配

給

に

.
休

ら

ざ

る
 

を
得
な
い
。
か
く
て
ソ
ザ
パ
工
•..ト
.聯
邦
：に
於
て
い
そ
'の
計
戴
經
濟
の
肢
開
に
も
枸
ら
ず
、
農
產
物
の
大
部
分
は
依
.然
と
し
て
惠
配 

•給
に
委
ね
ち
れ
て
■ぬ
る
の
f
あ
る
。

.、

.

以
上
に
依
っ
て
ソ
ヴ
ィ
-

丨
ト
針
聳
經
濟
卞
に
於
け
る
配
給
組
織
をr
 

H

業
製
品
と
農
產
物
に 
<刀
け
て
、
そ
の
大
略
を
紹
介
し
炎
。 

ソ
ヴ
ィ
エ
ー
ト
聯
邦
の
計
畫
經
濟
化
は
、
そ
の
-
間
に
多
少
0

遲
綏
は
あ
っ
た
と
し
て
も
、‘漸
次
そ
の
純
轉
な
姿
を
實
現
し
た
の
で
あ
る
。 

然
る
に
配
給
組
織
の
部
面
に
於
て
は
、
決
し
て
計
畫
配
給
へ
の
强
化
の
一
路
を
迎
っ
た
の
で
は

な

い

。

寧

ろ

評

攀
配
給
ょ
り
市
場
配
激 

へ
：
の
後
退
を
思
は
せ
る

も

.

の
が
あ
る
。
勿

論

そ

れ

は

_

,

の
市
場
配
給
べ

0 .

復
歸
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
が
、
配
給
_

の
形
態
に


